


写真１ 若桜街道のアーケード

図１ 若桜街道の地図

１ はじめに
近年、様々な看板が街の中で目につくようになった。

看板には、それぞれ業種、設置場所、色、文字などの個
性があり、決して一律ではない。その中で、どのような
規則性があるのか、また、看板を比較することでどのよ
うな差異や特徴を見出すことができるのかということに
興味を持ち、調査を開始した。
看板の調査方法としては、鳥取市内の３つの街道を実

際に歩き、設置されている看板を１つ１つ撮影した。そ
の後、その写真をもとに、店舗の情報や看板の特徴に関
する１２項目のデータを集計し、店舗の業種、立地場所に
よってどのような特徴を持った看板が多いのか、また、
看板がいかに効果的に使用されているのかを分析した。
３つの街道において看板を調査し、分析を行った後、私
たちの調査と看板に関する先行研究を比較し、考察を
行った。１２の調査項目は、以下の通りである。
⑴ 業種
⑵ 個人店／チェーン店
⑶ 大きさ
⑷ 設置高
⑸ メイン／サブ
⑹ 色
⑺ 電飾の有無
⑻ 言語の種類
⑼ 文字の種類
⑽ 書体
⑾ ロゴの有無
⑿ 老朽化の有無
調査項目のうち、⑴、⑵は、看板が設置してある店舗
に関するデータである。⑶から⑸のデータは、看板の物
理的な情報である。⑹、⑺は、看板の視覚的な情報に関
するデータで、⑻から⑾は、看板の文字情報に関する
データである。そして、⑿は、看板の状態に関するデー
タである。

２ 調査対象
選んだ街道は、若桜街道、湖山街道、鳥取南バイパス

の３つで、市内で看板が集まっていると思われる街道で
ある。中でも若桜街道は、歴史のある街道であり、湖山
街道・鳥取南バイパスは、看板が密集している。そのた
め、これら３つの街道を、調査対象として選択した。
若桜街道は、鳥取市の商業環境を印象付ける重要な商

店街である。若桜街道は１９５２年の鳥取大火によって商店
街の大部分が焼失したため、今ある多くの建物が１９５５年
頃に建てられたものになっている。その際、鉄筋コンク
リートでできた３階建ての復興ビルを建てることによっ

て、防火建築帯として復興再生した。また、１９７０年に
８３０mにわたるアーケードが設置され（写真１）、以降、
現在に至るまで人々に慣れ親しまれてきた。若桜街道は、
調査した街道の中で最も古い街道である。
私たちは、２０１８年６月１日、若桜街道内の鳥取駅から
鳥取市役所の間（図１赤線部）約１kmにある計４２２個の
看板を調べた。店舗数は２０９であり、３つの街道の中で
最も店舗数が多い街道であった。

湖山街道は、湖山駅前を通る商業活動が活発な街道で
ある。国土地理院の航空写真を見ると、１９７０年代後半か
ら８０年代前半にかけて現在のようになったと考えられる。
若桜街道と比較すると、湖山街道は新しい街道である。
また、若桜街道のようにアーケードはなく、様々な看板
が屋外に並んでいる。
２０１８年５月１８日、私たちは、湖山街道内の湖山駅入口
から千代川の間（図２赤線部）約２kmにある計２９８個の
看板を調べた。店舗数は１３３である。
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図２ 湖山街道の地図

写真２ 湖山街道の様子

図３ 鳥取南バイパスの地図

写真３ 鳥取南バイパスの様子

鳥取南バイパスは、鳥取市を通る国道２９号バイパスで
ある。１９８５年に完成し、２００１年に津ノ井バイパスと接続
して以来、大型店舗や交通量が増加した。今回調査した
中では、最も新しい街道である。若桜街道のようなアー
ケードは無く、交通量が非常に多い。また、背の高い看
板が密集している。このように、湖山街道との共通点を
多く持つ街道である。
私たちは、２０１８年１１月９日、イオンモール鳥取北店か

ら跨線橋北端の間（図３赤線部）約２．２kmにある計３１４
個の看板を調べた。跨線橋とは、鉄道線路の上にまた
がって設けた橋のことである。ここでは、JR山陰本線
の上に徳吉跨線橋という橋がまたがっている。前述した
ように、この街道は、非常に高い看板が多く設置されて
いる。そのため、看板の写真を撮影する際、低い位置に
設置されている看板を撮る班と、高い位置に設置されて
いる看板を撮る班に分かれて調査を行った。店舗数は、
１３５であった。

総計すると、本調査で集計された看板は計１，０３４個と
なった。以下では３つの街道の看板について、冒頭に挙
げた１２の項目ごとにデータを提示し、分析した結果につ
いて述べる。

３―１ 業種
調査した看板を、小売業、飲食業、アパレル販売など

の業種で分類した。データを集計して、５％以下となっ
た業種は、まとめて「その他」に分類した。
若桜街道では、飲食業が１９％、小売業が１９％、アパレ
ル販売が１３％、不動産業が５％、美容業が５％になった。
比較的、飲食業、小売業の割合が高いことが分かる。
湖山街道では、飲食業が２６％、小売業が１８％、通信業

が５％で、その他の業種が半分を占めるという結果と
なった。若桜街道と比較すると、より業種に偏りが見ら
れることが分かる。
南バイパスでは、アパレル販売が９％、飲食業、小売

業、サービス業がそれぞれ７％、娯楽業が５％となり、
業種に多様性が見られた。中でも、自動車販売の割合が
２０％と比較的高く、自動車販売店の多さが南バイパスの
特徴であることが分かる。
３つのグラフを比較すると、若桜街道、湖山街道で飲
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写真４ 南バイパスでみられる自動車販売店
（ホンダカーズ鳥取 鳥取北店）

図４ 業種

写真５ 南バイパスでみられるチェーン店（トイザらス）

写真６ 若桜街道でみられる個人店（Solo）

図５ 個人店／チェーン店

図６ 大きさ

食業、小売業が多いのに対して、南バイパスではその２つ
の業種の割合が低く、自動車販売が多い点が目についた。

３―２ 個人店／チェーン店
若桜街道では、個人店の割合が９０％、チェーン店の割
合が１０％と、個人店が圧倒的に多いことが分かる。湖山
街道では、個人店の割合が２９％、チェーン店の割合が
７１％と、チェーン店が全体の７割を占めている。南バイ
パスでは、個人店の割合が１３％、チェーン店の割合が
８７％と湖山街道よりもさらにチェーン店の割合が高く
なっている。

図５に示すように、若桜街道では個人店の割合が圧倒
的に多いが、反対に湖山街道と南バイパスでは、個人店
の割合が低く、チェーン店が多いという結果になった。

３―３ 大きさ
大きさは、図６にあるように、若桜街道と比べ、湖山

街道と鳥取南バイパスの「クレーン車必要」の看板の多
さが顕著に表れる結果となった。

３―４ 設置高
看板が設置されている高さを「１階」、「２階」、「それ

以上」の３種類に分けた。若桜街道の結果は、１階まで
の高さにある看板が全体の８８％、２階までの高さは８％、
それ以上が４％と１階が圧倒的に多い結果になった。湖
山街道は１階が４２％、２階が３７％、それ以上が２１％と
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図７ 設置高

写真７ メイン／サブの例（丸亀製麺）

図８ メイン／サブ

なった。若桜街道と比べ、３つの差があまり大きくな
かった。南バイパスは１階が３１％、２階が２７％、それ以
上が４１％となった。
若桜街道、湖山街道、南バイパスの３つの大きな違い

は利用者の交通手段である。鳥取駅からすぐ近くにある
若桜街道は利用者の多くが歩行者である。そのため歩行
者の目に付きやすい「１階」の高さに看板が設置されて
いる。それに対し、湖山街道と南バイパスの利用者の多
くは自動車に乗っている。そのため、自動車の中からで
も見える高さや、目印になるような高さである「２階」、
「それ以上」の高さに看板が設置されている。湖山街道
と南バイパスの２つの街道を比較した時、車線数の違い
から、片側２車線の南バイパスの方が、１車線の湖山街
道より自動車の通行量が多い。図７のグラフを見ると、
南バイパスが圧倒的に「それ以上」の割合が高くなって
いる。３つのグラフを比べると、街道が新しくなり、
ターゲットが自動車である街道ほど、「それ以上」が増
加し、「１階」が減少していることが分かる。

３―５ メイン／サブ
この調査ではメインとは、建物自体についている中で

最も目立つものとし、サブはその他のものとした（写真
７）。看板が１つの店に１つしかない場合は、どのよう
な形態であってもメインとして扱った。
その結果、若桜街道はメイン２８％、サブ７２％となり、
１件当たりのサブの数は約２．５個となった。若桜街道で
はメインのみの店が比較的多かったが、１つの店でサブ
を多用しているところも多かった。そのため、サブの割
合が多くなったと考えられる。
湖山街道はメイン３１％、サブ６９％となり、１件当たり

のサブの数は約２．２個となった。これは、若桜街道とほ
ぼ同じ比率であった。
鳥取南バイパスはメイン１８％、サブ８２％となり、１件
当たりのサブの数は約４．６個となった。イオンやトリニ
ティモール、自動車販売店では、サブの看板の数が非常
に多いことが分かった。

３―６―１ 色（文字色）
調査した色は、赤、黄色、緑、水色、紫、青、茶色、

白、グレー、黒の全１０色である。看板の文字の色と、そ
の背景色のそれぞれに分けてのデータを集めた。なお、
紫はどの街道でも０個であったため、除外している。ま
た、グラフにおいて赤、白、黒については数値を示した。
看板の文字に主に使われている色で分類し調査したと

ころ、若桜街道では、黒が最も多くなり、湖山街道では、
白が最も多くなった。また南バイパスでは、湖山街道と
同様に白の文字が多いという結果となった。
３つの街道を比較すると、グラフにばらつきはあるが、

大きな差はみられなかった。どの街道も同じ傾向があり、
白、黒の割合がどれも半分以上占めている。また、赤の
割合も比較的高くなっている。文字色において、無彩色
と赤色の割合が高いことが分かった。しかし、紫や水色
の文字はほとんどみられなかった。
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写真８ 湖山街道の白文字の看板
（カフェテラス カトレヤ）

図９ 色（文字色）

写真９ 肉類を扱う飲食店（とんから亭）

図１０ 色（背景色）

３―６―２ 色（背景色）
看板の背景に主に使用されている色で分類し調査した

ところ、若桜街道では半分以上が白になり、湖山街道に
おいても同様に白が最も多く、南バイパスでは、若桜街
道、湖山街道よりは少ないが、やはり白が多いという結
果になった。
３つの街道を比較すると、文字色のグラフと同様に、

背景色のグラフは、いずれも多少のばらつきはあるもの
の大きな差はなかった。全体の傾向においては、白の割
合がどの街道でも高く、文字色のグラフに比べて黒の割
合が低い傾向がみられた。また、紫や水色の背景はほと
んどみられなかった。
これらの色のグラフを通して、色が看板に影響すると

思われる推論を示す。文字色、背景色においても赤の割
合が高い理由として、特に肉類を扱う飲食店が赤色を好
んで使用していたことが挙げられる。顧客からみて、赤
色が肉類のイメージを連想させることを狙ってのことだ
と考えられる。

３―７ 電飾の有無
この調査ではライト付きの看板、ネオン管が付いた看

板、電光掲示板を電飾のある看板とした。ライト付きの
看板とは、看板の周囲、またはその内部に看板を照らす
ための電灯が設置されているものである。また、ネオン
管は、看板の文字や模様などに利用されており、様々な
色で発光する。電光掲示板は、光るだけでなく、面上に
配列した電球の点滅によって文字や図形を表示する看板
であるため、より多くの情報を発信することができる。
以上のような看板が、調査対象である３つの街道におい
てどの程度の割合で設置されているのかを調査した。
若桜街道では、電飾ありの看板が１６％、電飾なしの看
板が８４％であった。電飾なしが８割以上という結果にな
り、若桜街道では電飾のある看板が非常に少ないという
ことが分かった。
湖山街道では、電飾ありの看板が４３％、電飾なしの看
板が５７％という結果になった。電飾なしの看板の方が１４
ポイント多いという結果であったが、若桜街道よりは電
飾ありの看板の割合が多いということが分かった。
南バイパスでは、電飾ありの看板が４３％、電飾なしの
看板が５７％であった。これは、湖山街道と全く同じ結果
である。湖山街道と南バイパスは、今回調査した３つの
街道の中で、交通量が多く、街灯が少ないという点で共
通している。このことが、２つの街道で電飾の有無の比
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図１１ 電飾の有無

写真１０ ハワイ語を使用した看板（Waioli）

図１２ 言語の種類

率が同じになったことに関係しているのではないかと考
えられる。
以上３つの街道の調査結果を比較してみると、図１１の
グラフのようになった。若桜街道と他２つの街道を比較
してみると、顕著な相違が見られる。若桜街道では、電
飾がない看板が圧倒的に多いということが分かった。

３―８ 言語の種類
言語の種類は日本語、英語と、フランス語やスペイン

語などのその他の言語に分類した。調査の結果、若桜街
道では日本語が８５％、英語が１３％、その他の言語が２％
となった。日本語で書かれた看板が圧倒的に多いことが
分かる。
湖山街道では、日本語が８０％、英語が１９％、その他の

言語が１％となった。若桜街道と同様に、日本語の割合
が最も高いものの、若桜街道よりも６％ほど英語が増加
していることが分かる。
鳥取南バイパスでは、日本語が６１％、英語が２５％、造

語が７％、その他の言語が７％となった。若桜街道、湖
山街道と比べ、日本語の割合はかなり減っていることが
分かった。しかし反対に、英語の割合は増加し、他の街
道にはなかった造語もいくつか見られた。
３つの結果を比べると、若桜街道では日本語の割合が

多いが、湖山街道、鳥取南バイパスというように、街道
が新しくなっていくにつれて、英語の割合が増えている
ことが分かった。また、どの街道においても日本語、英
語だけでなく、フランス語、スペイン語、ハワイ語と
いった、多種多様な言語が使われてきているということ
が分かった。

３―９ 文字の種類
文字の種類はひらがな、カタカナ、漢字、ローマ字、

アルファベットに分類した。調査の結果、若桜街道では
ひらがなが１８％、カタカナが２５％、漢字が３７％、ローマ
字が４％、アルファベットが１６％となった。昔からの店
が多い若桜街道ではアルファベットの割合が少なく、漢
字の割合がかなり多くなっていることが分かった。
湖山街道では、ひらがなが１５％、カタカナが２５％、漢
字が２６％、アルファベットが３１％、ローマ字が３％と
なった。このアルファベットの割合から、湖山街道は若
桜街道よりも新しくできた街道のため、現代風の店が多
くなり、看板もアルファベットを使用した店が増加して
いるのではないかと考えられた。
鳥取南バイパスでは、ひらがなが１１％、カタカナが

１８％、漢字が３０％、ローマ字が９％、アルファベットが
３２％となった。ローマ字の割合が３つの街道の中で最も
多くなったが、アルファベットの割合は湖山街道とほぼ
変わらない結果となった。
３つの結果を比べてみると、街道ができた年代が新し
い湖山街道と鳥取南バイパスではあまり傾向は変わらず、
最も古い街道である若桜街道と比べると、アルファベッ
トの割合が多くなっていることが分かった。また、３つ
の街道とも、漢字の割合が比較的高くなっていることが
分かった。
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図１３ 文字の種類

図１４ 書体

３―１０ 書体
書体は、明朝体、ゴシック体、丸ゴシック体、手書き

風の４つに大きく分けた。明朝体とは、漢字の楷書を
ベースにして生まれた書体で、特徴として横画の右端に
筆抑えを簡略化させたとされる「うろこ」と呼ばれる装
飾がついている。ゴシック体とは、すべての字画を同じ
太さでデザインした書体である。丸ゴシック体とは、ゴ
シック体の角を丸めた書体である。手書き風とは、ここ
では手書き文字を思わせる軽くポップなイメージの書体
に限らず、楷書や行書など書の基本となる書体や、江戸
文字など伝統書体も含めて幅広く手書き風とした。
結果として、若桜街道では、ゴシック体と、手書き風

の文字が多いことが分かった。湖山街道では、若桜街道
に比べて、手書き風と丸ゴシック体が減少した分、ゴ
シック体が増加している。南バイパスでは、ゴシック体
が８割近くを占めていた。
３つの街道を図１４を見ながら比較してみると、若桜街

道はゴシック体と手書き風が同じくらいの割合で高かっ
たのに対して、湖山街道、南バイパスは、ゴシック体が
他の書体よりもかなりの割合で高いということが分かっ
た。ゴシック体は字画が直線的に単純化され、ほぼ水平
垂直に整理されているために、視線の移動がスムーズで
あることに加え、字画の太さが均一であり、横画が細い
明朝体に比べて文字が認識されやすいため、看板にも多
く用いられていると思われる。また、手書き風も若桜街
道、湖山街道、南バイパスの順に割合が減っていて、調
査した４つの書体の中では変化が顕著に表れていた。

３―１１ ロゴの有無
ロゴとは、会社独自のデザインが施された文字のこと

である。見た人の印象に残りやすいという特徴を持って
おり、主に店名や商品名などに使用されている。反対に、
明朝体やゴシック体などの既存の書体は、会社オリジナ
ルのデザインが施された文字ではないため、ロゴと言う
ことはできない。よって、これを使用した看板は、ロゴ
のない看板となる。このように、看板にロゴが使用され
ているかどうかを３つの街道で調査した。
若桜街道では、ロゴありの看板が１９％、ロゴなしの看

板が８１％となった。ロゴなしの看板が全体の８割を占め
ている。若桜街道の多くの店舗が、ロゴではなく、既存
のフォントで店名などを看板に記していることが分
かった。
湖山街道では、ロゴありの看板が５６％、ロゴなしの看

板が４４％となった。ロゴのある看板が半分以上という結
果になり、若桜街道と比べるとロゴのある看板が多いこ
とが分かった。
南バイパスでは、ロゴありの看板が５０％、ロゴなしの

看板が５０％となった。ロゴありの看板とロゴなしの看板
の数はほぼ同じという結果が得られた。
以上３つの調査結果を比べると、図１５のようになった。

若桜街道では、ロゴが使用されている看板が非常に少な
く、湖山街道、南バイパスではロゴのある看板が多いと
いうことが分かる。
若桜街道は、個人店の割合が多く、湖山街道、南バイ

パスは、個人店よりもチェーン店の方が多いことがこの
結果に関連しているのではないかと考えられる。つまり、
街道の個人店・チェーン店の比率によって、ロゴの有無
の比率も変化してくると推測できるのである。
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図１５ ロゴの有無

図１６ 老朽化の有無

写真１１ 南バイパスのサブを多用した看板（タイヤ館）

３―１２ 老朽化の有無
看板を見て、老朽化しているか否かを分類した。目

立った汚れが見られる、切り文字の一部が欠けているな
どの破損がある、色が褪せている、塗料の剥離が見られ
るなどといった看板を老朽化していると判断した。
若桜街道では、老朽化している看板が１３％、老朽化し
ていない看板が８７％だった。若桜街道のほとんどの看板
が老朽化していないことが分かった。しかし、空き店舗
の看板は長年放置されており、老朽化が激しいように見
えた。湖山街道では、老朽化している看板が１０％、老朽
化していない看板が９０％だった。湖山街道の看板は若桜
街道とほぼ同じで、９割が老朽化していないという結果
になった。数値としては若桜街道とほぼ変わらない。南
バイパスでは、老朽化している看板が１２％、老朽化して
いない看板が８８％だった。南バイパスでも、若桜街道、
湖山街道と同様の結果が得られた。
３つの街道を比較すると、図１６のようになった。全て

の街道で、比率がほぼ同じという結果であった。違いは、
数％しかない。街道の成立年代から考えると古いほど経
年劣化が進み、老朽化している看板の割合も増えるよう
に推測できるが、調査した３つの街道の中で、最も歴史
のある若桜街道では、老朽化していない看板の割合が９
割で、湖山街道、南バイパスとほぼ同じだった。後にも
述べるが、この結果には、アーケードの有無といった看
板の設置条件が関係していると考えられる。

４―１ 「個人店／チェーン店」、「ロゴの有無」「メイ
ン／サブ」の相関関係

「個人店／チェーン店」「ロゴの有無」「メイン／サブ」
の調査結果からみられた相関関係について説明する。こ
の３つの調査結果より、若桜街道では個人店が多く、ロ
ゴが使用された看板が少なく、サブの看板が多いことが
分かった。反対に湖山街道ではチェーン店が多く、ロゴ
が使用された看板、メインの看板が多いことが分かった。
若桜街道と湖山街道が対照的な結果になった一方で、南
バイパスでは、チェーン店は多いが、看板のロゴの有無
に差は出ず、サブの看板が多いという結果になった。
若桜街道と湖山街道の結果から、チェーン店の看板の

多くにはロゴが使用されているため、個人店の多い若桜
街道ではロゴのある看板が少なく、チェーン店が多い湖
山街道の看板にはロゴが多いという結果になったと考え
られる。
しかし一方で、湖山街道と同じくチェーン店の多い南

バイパスでロゴありの看板となしの看板の数がほぼ同じ
になった理由は、ロゴを使用している店舗が少ない、あ
るいは既存のフォントを使用したサブの看板を多く出し
ているという要因があるのではないかと考えられる。
データより、南バイパスではサブの看板が、３つの街道
の中で最も多くなっている。その為、ロゴの使用率が下
がったのではないかと推察出来る。

４―２ 「大きさ」「設置高」「書体」の相関関係
「大きさ」「設置高」「書体」の調査結果からみられた
相関関係について説明する。この３つの項目は、若桜街
道の調査結果と、湖山街道・南バイパスの調査結果が対
照的になっている。若桜街道では、小さいサイズで、
「１階」の高さに設置されている、「ゴシック体」また
は「手書き風」の文字の看板が多い。一方で、湖山街道、
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写真１２ 歩行者をターゲットにした看板
（農楽ttoria山猫軒）

写真１３ ドライバーをターゲットにした看板
（旭タクシー観光バス）

写真１４ 英語、アルファベットの南バイパスの看板
（SPORTS DEPO、ゴルフ５）

写真１５ 日本語とひらがなの若桜街道の看板
（おしゃれの店 なかしま化粧品店）

写真１６ 英語とアルファベットの湖山街道の看板
（MITSUBISHI MOTORS）

南バイパスの２つの街道では、大きいサイズで、「２階
以上」の高さに設置されており、若桜街道より「ゴシッ
ク体」表記の看板が多い結果になった。
これは、街道における「ターゲットの違い」が表れて

いると考えられる。若桜街道では主に歩行者をターゲッ
トにしているため、小さいサイズ、高さが低い看板の割
合が多くなっており、また、歩行者が近くでじっくり見
ることができる「手書き風」の文字の割合が高くなって
いる。反対に、湖山街道、南バイパスは主にドライバー
をターゲットにしているため、遠くからでも見ることが
出来るよう、大きなサイズで、背の高い看板が多くなっ
ている。さらに、ドライバーからでも目につきやすく、
看板が汚れても文字が認識しやすいゴシック体が書体と
して多く使われていると考えられる。

４―３ 「言語の種類」「文字の種類」の相関関係
「言語の種類」「文字の種類」の調査結果からみられた
相関関係について説明する。この２つの項目も、若桜街
道の調査結果と、湖山街道・南バイパスの調査結果が対

照的になっている。若桜街道は、日本語やひらがなを用
いた看板が多いのに対して、湖山街道、南バイパスでは、
英語やアルファベットを用いた看板が多いという結果に
なった。
これは、街道における年代の違いが表れていると考え

られる。３つの街道の中で最も古い若桜街道では、日本
語とひらがなの割合が高く、反対に、比較的新しい街道
である湖山街道、南バイパスで、英語とアルファベット
の割合が高くなったのは、新しい街道の方が最近のお店
が多く、看板も現代風のものが多いためだと考えられる。
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写真１７ 湖山街道の電飾つきの看板
（ほっかほっか亭）

写真１８ 若桜街道のアーケード内の看板
（御きもの処 橋尾）

写真１９ コンビニエンスストアの例
（Family Mart）

４―４ 「電飾の有無」「老朽化の有無」の相関関係
「電飾の有無」「老朽化の有無」の調査結果からみられ
た相関関係について説明する。若桜街道では、電飾付き
の看板が少なかったが、反対に、湖山街道、南バイパス
では、電飾のある看板が多いという結果であった。「老
朽化の有無」では、どの街道にも差がみられなかった。
この２つの項目の結果には、街道の「アーケードの有
無」が関係していることが考えられる。「電飾の有無」
に関して、若桜街道ではアーケードに蛍光灯がついてい
るため、電飾を必要としない看板が多くなった。そして、
湖山街道と南バイパスでは電飾が無い看板の方が多いが、
街灯が少ないため、若桜街道よりは電飾付きの看板が多
いという結果になったのではないかと考えられる。
「老朽化の有無」からは、成立年代の差があるにも関
わらず、老朽化に差がみられなかった理由として、以下
のことが考えられる。若桜街道はアーケードにより、直
接雨や日光の影響を受けにくく、また看板が手の届く高
さのものが多いので手入れがしやすい。対して湖山街道
や南バイパスは雨風の影響をじかに受け、さらに、多く
の看板が手の届かない高さにあり頻繁に手入れするのが
難しいのではないかと推察出来る。

４―５ まとめ・考察
ここからは今までに述べた相関関係のまとめと、「色」

についての考察を述べる。調査を通して、若桜街道の結
果、湖山街道・南バイパスの結果の違いがはっきりと表
れた項目がいくつかみられた。主に「個人店／チェーン
店」「大きさ」「言語の種類」「文字の種類」「電飾の有無」
からみることが出来る。これらの結果には、店舗が建て
られた年代と、ターゲットの違いが影響していることが
分かった。
店舗が建てられた年代の差によって生じる看板の違い
は、「言語の種類」「文字の種類」において顕著にみられ
た。一方で、年代の差により違いがみられるだろうと予
想していた「老朽化の有無」においては、今回調査した
街道の環境の違いにより、結果に違いはみられなかった。
異なるターゲットから生じる看板の違いは、「大きさ」
「設置高」「書体」のデータにおいてみられた。ターゲッ
トによって看板の特徴が異なることがはっきりと結果に
表れた。
また、「色（背景色）」のデータ説明の際に触れたが、
赤の割合が高い理由として、特に肉類を扱う飲食店が赤
色を好んで使用していたことが挙げられている。顧客か
らみて、赤色が肉類のイメージを連想させることを狙っ
てのことだと考えられる。色だけでイメージを連想させ
るという点においては、コンビニエンスストアのような
チェーン店であっても同じことがいえる。配色パターン
を記憶させることで、色だけで何の店舗か理解する手助
けになっているのだ。これは、看板の色が、個人の文字
の理解度に関わらず、企業認識の一助になっているとい
えるだろう。

５ 先行研究との比較
続いて、本調査結果を先行研究と比較し、推論を述べ

る。今回参考とした文献は、庄司博史氏、P・バックハ
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ウス氏、F・マルクス氏による編著『日本の言語景観』
（写真２０）である。ここでは、その中の染谷裕子氏の「言
語景観の中の看板表記とその地域差―小田急線沿線の実
態調査報告―」、井上忠雄氏の「経済言語学から見た言
語景観―過去と現在―」の２つの論文を取り上げる。
染谷裕子氏の「言語景観の中の看板表記とその地域

差―小田急線沿線の実態調査報告」によると、アルファ
ベットは最もデザイン要素を持つ文字であると述べられ
ている。そして、現代風の街並みのデザインを意識した
商店街や、現代的な店舗デザインにより、アルファベッ
ト表記の看板は増加しているとされていた。これを踏ま
えて私たちの調査結果をみると、この論文と同様に、若
桜街道、湖山街道、南バイパスと街道の年代が新しくな
るにつれ、アルファベット表記が増加していることが分
かった。
井上忠雄氏の「経済言語学から見た言語景観―過去と

現在―」では、現代日本の言語景観は、漢字からカタカ
ナに、カタカナからアルファベット表記になるとされて
おり、若者向けの場所ではアルファベット表記は多く、
漢字表記は少ないと記されていた。しかし、私たちの調
査結果とは異なっており、全ての街道においてカタカナ
より漢字の方が多いという結果になった。

６ 今後の課題
今回の調査を通して、私たちの立てた仮説や先行研究

とは異なる結果が出た。今回の調査では時間が足りず行
うことができなかったが、なぜ仮説や先行研究と異なる
結果が出たのかを検証することが必要である。また、他
地域の街道とも比較することによって、さらに新たな傾
向を探してみたいと感じた。
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